
これまでの作業班審議からの変更事項 

ＳＴＬ/ＴＴＬ作業班事務局 

平成２７年４月２日 

 

項目 変更前（第４回作業班まで） 変更後（４月２日） 

（１）使用周波数帯 60MHz 帯及び 160MHz 帯 変更なし 

（２）通信方式 単向通信方式 変更なし 

（３）変調方式 ６４ＱＡＭ（３２ＱＡＭ、１６ＱＡＭ、ＱＰＳＫも可とする） 変更なし 

（４）復調方式 同期検波方式 変更なし 

（５）伝送容量 最大 500kbps 最大 480kbps 

（６）クロック周波数 83.33kHz 80kHz 

（７）空中線電力の最大値 ５Ｗ 変更なし 

（８）偏波 水平偏波又は垂直偏波 変更なし 

（９）占有周波数帯幅の許容値 100kHz 96kHz 

（１０）補助信号の伝送方式 制御信号等を多重して伝送 変更なし 

（１１）自動等化器 使用しない 使用できる 

（１２）交差偏波干渉補償器 使用しない 変更なし 

（１３）誤り訂正機能 必須 変更なし 

（１４）中継方式 再生中継方式（非再生中継方式も可とする） 変更なし 

（１５）無給電中継方式 使用しない 変更なし 

（１６）スペースダイバーシチ 使用しない 使用できる 

（１７）回線設計（受信入力） 検討中 標準受信入力-72+Fmr/2dBm、最大受信入力-52dBm 

（１８）回線設計（回線品質） 回線信頼率 99.9% 変更なし 

（１９）等価等方輻射電力 制限なし 変更なし 
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（２０）混信保護値等 混信保護値 31.3dB 等 変更なし 

（２１）Ｃ／Ｎth 値 31.5dB 変更なし 

（２２）周波数の許容偏差 60MHz 帯 10×10-6（１Ｗ超）、20×10-6（１Ｗ以下） 

160MHz 帯 10×10-6（１Ｗ超）、15×10-6（１Ｗ以下） 

10×10-6 

（２３）送信電力スペクトル特性 fo±50kHz にて-37dB 以下、fo±150kHz にて-48dB 以下 変更なし 

（２４）送受信ろ波特性 各種値 変更あり 

（２５）等価雑音帯域幅 83.33kHz 80kHz 

（２６）総合伝送特性 60MHz 帯 96kHz 以下、160kHz 帯 94kHz 以下 96kHz 以下 

（２７）送受信空中線特性 規定しない 変更なし 

（２８）交差偏波識別度 規定しない 変更なし 

（２９）フェージングマージン 陸上：0.2×d＋６、海上：0.3×d＋６（ｄ：距離（ｋｍ）） 0.2×d＋６（ｄ：距離（ｋｍ）） 

（３０）電波の型式 Ｄ７Ｗ、Ｇ７Ｗ Ｄ１Ｅ、Ｄ７Ｅ、Ｄ７Ｗ、Ｇ１Ｅ、Ｇ７Ｅ、Ｇ７Ｗ 

（３１）スプリアス発射等 各種値 変更なし 

（３２）空中線電力の許容偏差 上限 20%、下限 50% 変更なし 

（３３）電波防護指針への適合 特段問題ない 変更なし 
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